
【【名名称称】】台台東東区区障障害害者者地地域域自自立立支支援援協協議議会会

【【ホホーームムペペーージジUURRLL】】 https://www.city.taito.lg.jp/kenkohukusi/shogai/keikaku/kyougikai.html

【【設設置置年年月月】】 平平成成2200年年33月月

【【運運営営方方法法】】

【【組組織織図図】】　　

【【相相談談支支援援体体制制のの整整備備状状況況】】　　

【【地地域域生生活活支支援援拠拠点点等等のの整整備備状状況況】】　　   

【【日日中中ササーービビスス支支援援型型共共同同生生活活援援助助のの有有無無】】　　

　　日日中中ササーービビスス支支援援型型共共同同生生活活援援助助のの有有無無

  

   

開設の有無 開設時期

③ なし  

① 整備済 令和3年4月 ② 面的整備型

指定障害児
相談支援
事業所数地域移行支援 地域定着支援

2 4 6 5 11 8

台台東東区区

直直営営

基幹相談支援
センター数

委託相談支援
事業所数

指定一般相談支援事業所数 指定特定
相談支援
事業所数

整備状況 整備時期 整備類型

【【連連絡絡会会】】

課題抽出・報告

個別課題から地域課題への転換及び集約

就労継続支援B型事業所連絡会

■理念

○障害のある人が豊かに暮らせる地域づくり

■設置の目的

○台東区に居住する障害児者が豊かに暮らすことのできる地域づくりに

関する定期的な協議を行うため

台台東東区区障障害害者者地地域域自自立立支支援援協協議議会会

相談支援連絡会

【【専専門門部部会会】】

（事例検討会） （事例検討会） （事例検討会）

■役割

区における障害者施策を総合的かつ計画的に推進、台東区障害

福祉計画の策定

台台東東区区障障害害者者施施策策推推進進協協議議会会

台東区障害者地域自立支援協議会の全体図

リリーーダダーー会会議議

グループホーム連絡会

就労部会相談支援部会 くらしの部会

地域の課題に
ついて検討する

場

・部会での地域
課題の検討

・ネットワークの構
築

・支援の難しい事例
への助言

個別課題の
検討機能

自立支援協議会の機能
計画への提案

台
東
区
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【【全全体体会会及及びび専専門門部部会会のの活活動動回回数数及及びび委委員員数数】】　　

全体会の活動回数及び委員数 専門部会の活動回数及び委員数

 

　

　

　 　

【【全全体体会会のの委委員員構構成成及及びび活活動動内内容容】】　　

（（１１））委委員員構構成成

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

（（２２））活活動動内内容容

田渕　俊樹 台東区障害福祉課長 行政職員(区市町村)

専門部会活動報告
保健予防課、障害福祉課、松が谷福祉会館報告（障害福祉計画の策定・進捗報告、障害者虐待の状況報
告、障害者差別解消法の件数報告等）

齋藤　美喜 台東区松が谷福祉会館　こども療育室 行政職員(区市町村)

加藤　麻衣子 台東区保健予防課長 行政職員(区市町村)

髙橋　由佳 台東区松が谷福祉会館館長 行政職員(区市町村)

髙津　広美 台東区松が谷福祉会館　障害者自立支援センター 行政職員(区市町村)

井上　太一 ＮＰＯ法人　精神障害者地域生活支援センター 相談支援事業者

佐藤　義浩 ハローワーク 雇用関係機関

風間　祥光 ＮＰＯ法人　就労継続支援Ｂ型事業所 障害福祉サービス等事業者

田村　莉菜 ＮＰＯ法人　就労継続支援Ｂ型事業所 障害福祉サービス等事業者

丸山　直人 ＮＰＯ法人　ヘルパー事業所 障害福祉サービス等事業者

丸山　雅士 ＮＰＯ法人　ヘルパー事業所 障害福祉サービス等事業者

曽雌　利政 社会福祉法人　障害者支援施設 障害福祉サービス等事業者

望月　淳 社会福祉法人　障害者就労支援室 障害福祉サービス等事業者

委員長 赤塚　光子 台東区障害者施策推進協議会委員長 学識経験者

副委員長 坂本　信江 民間　障害当事者 障害当事者・家族・関係団体

委委員員名名簿簿

役　職 氏　名 所　属 種　別 備　考

行政職員(都） 0 その他 0

合　計 15

民生委員・児童委員 0 地域住民 0 行政職員(区市町村) 5

障害福祉サービス等事業者 6 社会福祉協議会 0 法曹関係者 0

障害当事者・家族・関係団体 1 身体・知的障害者相談員 0 相談支援事業者 1

教育関係機関 0 雇用関係機関 1 企業 0

学識経験者 1 医療関係者 0 保健所 0

種　別 人　数 種　別 人　数 種　別 人　数

(0)

くらしの部会 11 8 (0)

※「委員数」の（　　）：障害当事者（本人）で委員に就任されている方の人数（再掲）

3 15 (1) 相談支援部会 11 16

回数 委員数

回数 委員数 就労部会 12 8 (0)

全体会 部会名

台
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【【専専門門部部会会のの委委員員構構成成及及びび活活動動内内容容】】　　

（（１１））委委員員構構成成

（（２２））活活動動内内容容

【【地地域域協協議議会会のの活活動動状状況況】】　　

１　地域協議会の協議事項（複数回答）

② 就労支援に関すること

コロナ禍におけるイベントアンケート調査の報告・協議、就労意欲促進のためのオンラインイベント開
催案の報告・協議、高齢化に伴う課題に関するアンケート調査の報告・協議

④ 高齢者福祉サービスとの連携に関すること

地域包括支援センターと相談支援事業所との交流会を開催の報告・協議

⑥ 困難事例等の解決に向けた検討に関すること

各専門部会における困難事例（8050問題・コロナ禍における対応等）のケース検討の報告・協議

就労部会
地域課題の検討、障害福祉計画（案）への意見、講演会、勉強会の開催、事
例検討、就労ガイドブックの作成

相談支援部会
相談支援部会連絡会の開催、地域課題の検討、障害福祉計画（案）への意
見、講演会、勉強会の開催、事例検討

くらしの部会 地域課題の検討、障害福祉計画（案）への意見、講演会の開催

計 8 16 8

部会名 活動内容

行政職員(都） 0 0 0

その他 0 0 0

地域住民 0 0 0

行政職員(区市町村) 1 4 1

法曹関係者 0 0 0

民生委員・児童委員 0 0 0

障害福祉サービス等事業者 4 0 7

社会福祉協議会 0 0 0

身体・知的障害者相談員 0 0 0

相談支援事業者 0 11 0

企業 1 0 0

障害当事者・家族・関係団体 0 0 0

教育関係機関 0 0 0

雇用関係機関 2 0 0

医療関係者 0 0 0

保健所 0 1 0

　　　　　部　会　名
就労部会 相談支援部会 くらしの部会

　　種　別

学識経験者 0 0 0
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区
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専門部会ごとに講演会や勉強会を実施し、協議会委員及び部会員の資質向上を図る。

⑩ 権利擁護・虐待防止

障害者虐待の発生状況等を報告

法改正や施策についての情報を共有

⑤ 地域課題の整理

地域課題を協議し、共通認識を図る。新型コロナウイルス感染症流行に伴う課題、災害時対応等につい
て検討

⑦ 障害福祉計画等の進捗管理や調整

区計画担当より、進捗情報を提供

⑨ 構成員の資質向上・研修の場

⑪ 障害福祉計画等に関すること

台東区障害者（児）実態調査の実施に向けた検討状況の報告・協議

⑭ その他（二次避難所に関すること）

二次避難所の充実に向けたアンケート調査の報告・協議

２　地域協議会としての役割（複数回答）

② 情報共有・情報発信

⑧ 社会資源の開発及び改善に関すること

身体障害者グループホームの整備等について、知的障害者グループホームの再編及び生活介護の開設に
ついて、福祉作業所の共同作業場の整備について報告・協議

⑨ 障害者差別解消法や条例、権利擁護に関すること

障害者虐待の状況報告・協議

⑩ 地域生活支援拠点等の整備に関すること

対象者の情報を共有するためのツール（情報提供書・同意書）作成、情報共有の流れの検討状況の報
告・協議
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３－２　地域課題の把握方法（複数回答）  

３－４　地域課題の中で、広域又は東京都全域で対応するほうが良いと考える課題

（当事者の委員がいる区市町村）

（地域協議会を設置している区市町村）

４－１（１） 当事者委員が､どのような経緯で委員に選任されたか、又は、どのような所属､
　　　　　 背景、経歴等の方か

ＮＰＯ法人の代表を担っており、障害者等に対する自立生活・就労・社会参加の促進のための支援に関
する事業、地域住民の交流の推進に関する事業を行うなど、障害者福祉の推進に寄与しているため。

　　　（２） 多様な当事者の委員（障害や難病の種別、性別、年齢等）に参加していただく
　　　　　 に当たり､取り組んでいること、課題になっていること

参加しやすい時間や場所などの環境の設定をしていく。

４－２　当事者の委員だけでなく、地域で生活する多様な当事者（障害や難病の種別、性別､
　　　年齢等）の声を吸いあげられる地域協議会にするために、取り組んでいること、課題
　　　になっていること

各専門部会において個別課題について協議している。

二次避難所の充実に向けたアンケート調査を実施。今後はアンケート結果の活用方法について検討して
いく。

⑫ ライフステージを通じた支援

障害者の高齢化に伴う、就労形態の変化、生活の変化に対応するため、専門部会で新しい就労・生活ス
タイルについて検討していく。

⑥ 緊急・災害等対応

二次避難所（福祉避難所）の設置や運営に関する事例共有や検討など

４　地域協議会における当事者の参画状況

３－３　地域課題に対して取り組んだ（取り組んでいる）内容又は取り組めなかった理由等
　　　（複数回答）

② 社会資源の開発及び改善

地域生活支援拠点の円滑な運用を目指し、専門部会にて情報共有ツールを作成や共有するための流れに
ついての検討を実施。運用上で新たに出た課題については適宜、検討を継続していく。

③ 権利擁護・虐待防止

障害者への虐待に対し、虐待防止アドバイザーを新たに設置するなど、虐待防止に対する取り組みをよ
り一層推進していく。

⑥ 緊急・災害等対応

３－１　地域協議会における地域課題

① あがっている

② 全体会、専門部会、各種連絡会等
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